
 

合成界面活性剤フリーあるいは微配合 

コントロールの意味・微配合

 
「合成界面活性剤フリーあるいは微配合。コントロー

ルの意味は微配合」という言葉の背景には、研究開

発や製剤設計における非常に重要な「仕様の厳密

さ」と「実験的な裏付け」が込められています。 
 

この表現が何を意味しているのか、そして文章の中

でどのように位置づけるべきかを整理しました。 
 

1. 各キーワードが持つ意味の整理 

① 「コントロール（対照群）」の意味 

研究やエビデンス（試験データ）を取る際、効果を客

観的に証明するために「比較対象（コントロール）」を

設定します。 
 

• ここでの「あるいはコントロール」は、「合成界

面活性剤を一切含まない処方（フリー）」のも

のと、「比較・対照のためにあえて微量に配合

した処方（コントロール）」の両方のデータ、あ

るいはその設計思想を視野に入れていること

を示唆しています。 

• つまり、「合成界面活性剤に頼らずに乳化して

いる（またはその影響を厳密にコントロールし

ている）」という、研究者としての妥協のない姿

勢の表れです。 
 

② 「微配合」の意味 

化粧品におけるナノエマルジョン（微細な乳化状態）

を作るには、通常は多量の合成界面活性剤が必要

です。しかし BIEC の組成物は、 
 

• 基本的には「合成界面活性剤フリー（使わな

い）」であるか、 

• あるいは品質・安定性の制御のために「極限

まで抑えた微配合」にとどめている、 という技

術的な特長（こだわり）を指しています。 

 



 

 
2. この表現をどう扱うべきか？ 

この内容は、「生体界面環境の設計」というテクノロ

ジーの裏付けとして非常に価値が高い情報です。 

 

ただし、一般の読者が読むブランドストーリーの「本

文中」に唐突に入ると、論文のようになってしまい読

みにくくなります。 

 

そのため、以下のように「本文は美しく、注記（テクニ

カルノート）で専門性を担保する」形に分けるのが最

も効果的です。 

 

おすすめの構成案 

【本文】（感情や思想を伝える） 

BIECの原点は、植物由来の成分やミネラルなどを含

む複合組成物にあります。  

 

約 30 年前から…（中略）…生体界面環境の設計へと

たどり着きました。 

 

【注記 / テクニカルノート】（技術的な裏付け・仕様を

記載する） 

 

※BIEC の複合組成物について 不飽和脂肪酸を含

有する弱酸性ナノエマルジョン構造。合成界面活性

剤を使用しない（あるいは品質制御のための極微量

配合にとどめた）独自設計により、肌へのやさしさと

機能性を両立しています。 

 


